
　鯛の養殖やみかんの産地などとし
て知られる愛媛県宇和島市。少子高
齢化に伴う人口構造の変化や、市外
への人口流出といった課題に直面す
る中、２０１７年、戦略的なシティセー
ルスによる市の魅力化を公約に掲げ
て当選したのが、岡原文

ふみあき

彰市長だ。
　「地元の水産会社勤務を経て、市議
会議員を務めていた私は、本市の魅力
を市内外に十分にアピールできてい
ない状況にもどかしさを感じていま
した。地域の持続的発展には、定住・
移住人口や交流人口の増加が不可欠
です。その実現のために、外部に向け
て地域の資源を総合的に発信し、よ
り多くの人の心に『住みたい、帰りた
い、連れていきたい』といった思いを
醸成する必要があると考えました」
　２０１８年に策定した「第２次宇和
島市総合計画」では、市の将来像に
「継承・共育・発信のまち」を掲げた。
そこには、「先人が培ってきた宇和島
の自然や歴史、産業を受け継ぎ、世
代を超えて皆で学び、効果的に情報
発信をする」という思いが込められ
ており、教育を含むすべての施策が
その方針に沿って展開されている。

　同市の人口減少対策の中で教育と
深くかかわるのが、２０１８年に始め
た「おかえりプロジェクト」だ。

　「人口減少の要因の１つは、進学・
就職を機とする若年層の市外への転
出です。その流れを危惧する一方で、
若いうちに地域の外に出て、多様な
経験を積んでほしいという思いもあ
ります。そこで、義務教育段階から
進学や就職で本市を出た後まで、地
域とのつながりを絶やさない施策に
より、『いつかは帰りたい』という思
いを醸成する仕組みを考えました」
（岡原市長）
　おかえりプロジェクトは、４つの
プロジェクトから成る（図）。まず、
郷土愛の醸成を図るのが「学校自慢 
ＣＭ大賞」プロジェクトだ。地元ケー
ブルテレビ局の協力を得て、小・中
学生が自校の魅力を紹介する映像を
製作する。教育委員会とも連携し、
各小・中学校では「総合的な学習の
時間」などを充てて、魅力発見の活
動やＣＭ製作を行っている。
　郷土愛を育みつつ、まちの活性化
もねらっているのが、「高校生まちづ
くり課」プロジェクトだ。市内の高
校生の有志が、「若者が地域に残れる・
帰れるまちづくり」をテーマにワー
クショップなどを実施。同市の企画
情報課が事務局となり、県内の大学
や金融機関などの協力も得ながら新
規事業を考え、市に提言するなど、
まちづくりに直接参画する。ワーク
ショップに参加した岡原市長は、参
加者の成長を次のように語る。
　「地域の状況を深く知るにつれ、地
域の課題を自分に引きつけて捉えられ
るようになります。『自分たちがまち
を変えていく』というワクワク感と緊

＊「まじわう」という言葉は「うわじま」を逆から読んだもので、「交ざり合う」「交差する」という意味を込めた造語。
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◎四国の西南部に位置し、歴史の趣と人
情にあふれた伊達十万石の城下町。温
暖な気候と豊かな自然の恵みを生かし、
柑橘栽培や鯛・ハマチ・真珠の養殖産業
が盛んで、全国有数の生産量を誇る。じゃ
こ天や鯛めしなどの郷土料理や、年５回
開催される闘牛も、観光客に人気。
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張感から、次第に顔つきが変わってい
く高校生に頼もしさを感じています」
　２０１９年には福井県鯖江市で開催
された「全国高校生まちづくりサミッ
ト２０１９」に、高校生まちづくり課の
メンバーが参加。そこでの経験や出
会いから、課の活動自体に積極的な
提案や意見が出される雰囲気がつく
られるようになった。
　「人と人とのつながりを通じて、心
を震わせ、ときには人生を変えるよ
うな体験を積み重ねることで、人間力
は育まれていきます。人づくりは一朝
一夕にはいかず、子どもが育つあらゆ
る場面において長期的な視点で取り
組むことが、地域の持続的な発展に
つながると考えています」（岡原市長）
　残る２つには、進学先や就職先でふ
るさとのよさを語れるよう、宇和島
市の魅力をまとめたポケットブック
を高校３年生に配布するプロジェク
トと、市外に出た若者向けに市内の
最新情報をＳＮＳで定期配信するプロ
ジェクトがある。就職や生活の情報
を提供し、地域とのつながりを途切れ
させないようにすることで、帰っても
「おかえり」と迎えてもらえるという
安心感が持てる。それが帰郷を決断
する際の後押しになると考えている。

　若者が帰りたいと思える環境を用
意するためにも、魅力的なまちづく
りは必須だ。岡原市長は、部局横断
の「シティセールス推進本部」を設
置し、島根県海

あ

士
ま

町や島根県雲南市
などのまちづくりを参考にしなが
ら、独自のシティセールスを模索。
２０２０年、シティブランディングの
基本方針をまとめた「うわじまブラ
ンド魅力化計画」を策定し、「うわじ
まブランド」を発信するロゴマーク
とキャッチコピーも作成した。
　「ロゴマークは、小・中学生や高校
生を含む１万人以上の市民の投票に
よって決めました。市民が一体となっ
て地域の魅力化に取り組むことが、
当事者意識と誇りを持ってまちづく
りにかかわろうとする『シビックプ
ライド』の醸成にもつながると考え
ています」（岡原市長）
　キャッチコピーの「ココロまじわ
うトコロ」＊には、「宇和島にかかわる
すべての人々を温かく受け入れ、様々
な人や文化が行き交い、前へ、外へ
としなやかに発展していく場所であ
りたい」という願いが込められてい

る。そうした方針は、家庭や学校、
地域、企業などが手を取り合い、世
代や立場を超えて市民が共に学び育
つことを目指す、同市の「共育」の
考え方にも結びついている。
　共育を推進する場として、中学生
から３０代までの若者が自由に利用す
ることができる「青少年市民協働セ
ンター」を２０２０年に開設した。ホー
ルや会議室などを備え、若者の地域
活動の拠点にしている。今後は、仕
事や生き方について考えるキャリア
教育や、世代や業種を超えた交流の
支援などにも力を注いでいく計画だ。
　さらに、２０２０年度にはすべての市
立小・中学校をコミュニティ・スクー
ルとし、全校区に地域学校協働本部
と地域コーディネーターを設置。地
域のつながりの希薄化が課題となる
中、学校・家庭・地域が一体となっ
た共育を推進する体制を整えた。
　「『共育』は、本市の教育施策のキー
ワードです。自分や地域に対する自
信や誇り、愛着を土台として、他者
を認め、尊重し、対話や協働を通じて、
問題解決に取り組んだり、新たな価
値を創造したりする。あらゆる変化
に応じて人生を切り開ける人材の育
成を目指していきます」（岡原市長）

図　宇和島市「おかえりプロジェクト」イメージ図

＊宇和島市提供資料を基に編集部で作成。
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①高校生まちづくり課プロジェクト
市内の高校生で構成する「高校生まちづくり課」
テーマ「若者が地域に残れる・帰れるまちづくり」

宇和島市「おかえりプロジェクト」創生チーム
帰ってくる若者の受け皿（働く場所）づくり策を
中心とした事業を提案

②誇れるものポケットブック
「ガイナ」作成プロジェクト
宇和島市が全国に誇れるもの・宇和島市の魅力を
ポケットブックにして市内の高校３年生に配布

「まちづくり」への直接参画
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③ケーブルテレビを活用した
「学校自慢ＣＭ大賞」プロジェクト

児童生徒が学校を自慢するＣＭを製作し、
地元のケーブルテレビで放映

④「未来つながる宇和島」配信・サポータープロジェクト
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オール宇和島の「共育」から
郷土愛が醸成される

市長　岡原文彰 おかはら・ふみあき
愛媛県宇和島市出身。松山大学卒業後、地元の
水産会社に勤務。2013 年、宇和島市議会議員
に就任。2017 年に同市長選で初当選し、現在
に至る（１期目）。
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